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は
じ
め
に

　

藤
村
の
作
品
の
内
、
藤
村
童
話
と
は
、
彼
自
身
が
〈
童
話
〉
と
認
め
、
童
話

叢
書
に
収
め
た
『
幼
き
も
の
に
』
大
正
6
（
一
九
一
六
）
年
〔
藤
村
童
話
叢
書

四
篇　

昭
1
6
（
一
九
四
一
）
年
〕
・
『
ふ
る
さ
と
』
大
正
9
（
一
九
一
九
）
年
〔
同

二
篇　

昭
1
6
〕
・
『
を
さ
な
も
の
が
た
り
』
大
正
1
3
（
一
九
二
三
）
年
〔
同
三
篇

昭
1
6
〕
・
『
力
餅
』
昭
和
1
5
（
一
九
四
〇
）
年
〔
同
一
篇　

昭
1
5
〕
の
四
作
品

を
指
す
と
み
て
考
察
す
る
。

1

藤
村
文
学
研
究
に
お
け
る
童
話
の
位
置

　

藤
村
は
、
明
治
5
（
一
八
七
二
）
年
旧
暦
2
月
1
7
日
（
新
暦
3
月
2
5
日
）
、
筑

摩
県
第
八
大
区
五
小
区
馬
籠
村
（
現
在
、
長
野
県
木
曽
郡
山
口
村
字
神
坂
）
に
、

こ
の
地
で
代
々
庄
屋
・
本
陣
・
問
屋
を
兼
ね
た
旧
家
の
島
崎
家
に
、
1
7
代
当
主

の
父
正
樹
・
母
ぬ
い
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
春
樹
と
命
名
さ
れ
て
か
ら
、
昭

和
1
8
（
一
九
四
三
）
年
8
月
2
2
日
大
磯
で
永
眠
す
る
ま
で
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
に
亘
る
7
2
年
間
を
生
き
た
。
初
め
て
著
作
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
2
1

歳
（
数
え
年
。
以
後
す
べ
て
数
え
年
で
表
記
。
）
の
時
で
、
明
治
2
5
（
一
八
九

二
）
年
1
月
2
日
発
行
の
「
女
学
雑
誌
」
へ
の
翻
訳
文
お
よ
び
小
論
で
あ
っ
た

か
ら
、
こ
こ
か
ら
数
え
て
も
、
執
筆
活
動
は
5
2
年
に
亘
り
、
特
に
、
明
治
3
0
年

2
6
歳
で
『
若
菜
集
』
を
出
版
し
て
浪
漫
主
義
の
新
体
詩
人
の
代
表
格
と
な
り
、

同
3
9
年
3
5
歳
の
時
『
破
戒
』
を
自
費
出
版
し
て
自
然
主
義
作
家
と
称
さ
れ
評
価

を
得
た
。
そ
の
後
、
昭
和
初
期
に
興
っ
た
円
本
ブ
ー
ム
以
降
、
作
家
と
し
て
の

経
済
的
成
功
を
見
る
。
そ
し
て
、
昭
和
1
0
年
6
4
歳
で
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
初
代

会
長
に
就
き
、
7
2
歳
で
没
す
る
ま
で
務
め
る
。

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
藤
村
と
そ
の
文
学
の
研
究
は
盛
ん
に
行
わ

れ
、
研
究
史
や
展
望
が
幾
度
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
佐
々
木
雅
發
は

『
島
崎
藤
村
』
「
解
説
─
─
島
崎
藤
村
研
究
史
─
─
」
（
日
本
文
学
研
究
資
料
叢

書　

有
精
堂
出
版　

昭
4
6
・
2
初
版
・
同
4
8
・
4
再
版　

三
一
八
頁
）
で
、
そ

（
1
）

れ
ま
で
に
試
み
ら
れ
た
研
究
史
の
お
お
よ
そ
の
も
の
を
列
挙
し
た
後
で
、
〈
「
破

戒
」
評
価
の
変
遷
〉
を
中
心
に
〈
研
究
の
現
状
〉
を
示
す
し
、
中
島
国
彦
は
『
島

崎
藤
村
Ⅱ
』
「
解
説
─
─
今
日
の
藤
村
研
究
・
明
日
の
藤
村
研
究
─
─
」
（
日
本

文
学
研
究
資
料
叢
書　

昭
5
8
・
6　

二
九
三
頁
）
で
、
藤
村
童
話
も
収
め
る
筑

摩
書
房
版
『
藤
村
全
集
』
の
刊
行
が
寄
与
し
た
研
究
の
進
展
を
示
す
け
れ
ど
も
、

い
づ
れ
も
『
春
』
や
『
夜
明
け
前
』
を
中
心
と
し
た
研
究
の
進
展
と
反
省
で
あ

三
九



子和田冨

り
、
「
藤
村
童
話
の
分
析
が
ど
う
『
夜
明
け
前
』
論
に
結
び
着
い
て
い
る
か
、
そ

の
微
妙
な
つ
な
が
り
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
」
（
二
九
四
頁
）
と
長
編
小
説
と

の
関
わ
り
の
中
で
藤
村
童
話
に
触
れ
る
ば
か
り
で
、
〈
残
さ
れ
た
問
題
の
中
か

ら
〉
に
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
瓜
生
清
が
『
近
代
作
家
研
究
辞
典
』
「
島
崎
藤
村
」
の
項
（
桜
楓

社　

昭
5
8
初
版
・
同
6
0
改
訂　

一
九
四
頁
）
の
【
研
究
の
展
望
と
指
針
】
に
示

さ
れ
る
の
は
、
伝
記
研
究
・
作
家
論
の
他
、
作
品
研
究
で
は
、
『
若
菜
集
』
を
は

じ
め
と
す
る
詩
集
と
『
破
戒
』
『
新
生
』
『
春
』
『
夜
明
け
前
』
と
い
う
長
編
小
説

を
中
心
と
し
た
作
品
論
と
そ
れ
を
論
じ
る
た
め
の
紀
行
・
随
筆
の
研
究
が
展
望

さ
れ
る
の
み
で
、
「
そ
の
他
、
長
編
小
説
の
谷
間
を
埋
め
る
『
食
後
』
『
微
風
』

等
の
短
篇
集
の
分
析
、
童
話
・
『
新
片
町
よ
り
』
等
の
感
想
集
に
つ
い
て
の
解
明

な
ど
、
細
部
に
も
問
題
は
残
る
が
、
今
後
、
藤
村
文
学
の
展
開
を
串
刺
し
に
す

る
視
点
の
確
立
を
め
ざ
し
た
活
発
な
議
論
が
望
ま
れ
る
。
」
（
一
九
六
頁
）
と
、

童
話
は
細
部
の
問
題
と
い
う
扱
い
を
さ
れ
る
。

更
に
、
十
川
信
介
も
「
日
本
現
代
文
学
研
究
必
携
」
「
島
崎
藤
村
」
の
項
（
「
別

冊
国
文
学
・
特
大
号
」
昭
5
8
・
7　

学
燈
社　

六
一
頁
）
の
「
今
後
の
研
究
課

題
」
で
、
「
そ
の
ほ
か
、
長
編
と
短
編
、
小
説
と
童
話
の
相
関
関
係
、
自
伝
的
長

編
に
お
け
る
実
生
活
の
虚
構
化
の
問
題
な
ど
に
み
ら
れ
る
藤
村
の
小
説
作
法
や

思
考
の
パ
タ
ー
ン
を
探
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
」
（
六
九
頁
）
と
、
小
説
と
の

関
わ
り
で
童
話
を
考
え
る
こ
と
を
示
す
ば
か
り
で
あ
る
。

時
代
は
平
成
に
移
る
が
そ
の
傾
向
に
変
化
は
な
く
、
遠
藤
満
義
は
「
新
・
現

代
文
学
研
究
必
携
」
「
島
崎
藤
村
」
の
項
（
「
別
冊
国
文
学
」
4
4　

平
4
・
1
1

五
九
頁
）
の
「
研
究
の
現
在
」
で
、
「
童
話
に
関
し
て
は
飛
田
文
雄
『
藤
村
の
童

話　

そ
の
位
置
と
系
譜
』
（
双
文
社
出
版　

昭
5
8
・
4
）
が
出
た
。
」
（
六
三
頁
）

と
紹
介
す
る
の
み
で
終
わ
っ
て
い
る
。

薮
禎
子
の
「
藤
村
研
究
史
」
（
『
透
谷
・
藤
村
・
一
葉
』
明
治
書
院　

平
3
・

四
〇

7　

一
八
九
頁
）
で
は
、
再
び
藤
村
童
話
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
詩
と
小
説
中

心
に
論
じ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
有
精
堂
編
集
部
に
よ
る
『
時
代
別
日
本
文
学
史
事
典　

近
代
編
』

（
有
精
堂
出
版　

平
6
・
6
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
児
童
文
学
の
項
は
な
く
、
藤

村
の
記
事
に
も
童
話
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

木
戸
雄
一
も
「
島
崎
藤
村
」
（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
編
「
文
学
・
語
学
」

1
6
5
〈
特
集
〉
平
成
十
年
国
語
国
文
学
界
の
展
望
（
Ⅱ
）
〔
近
代
〕
平
1
1
・
1
0　

三

八
頁
）
で
、
『
夜
明
け
前
』
『
新
生
』
論
を
紹
介
し
、
そ
の
他
の
作
品
に
関
す
る

論
は
少
な
い
と
述
べ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
未
だ
作
品
論
で
は
詩
と
小
説
が
中
心
で
、
藤
村
研
究
に
お
け

る
童
話
の
位
置
は
低
い
。

一
方
、
日
本
の
近
代
児
童
文
学
史
の
側
面
か
ら
、
五
十
嵐
康
夫
は
「
児
童
文

学
こ
の
百
年
の
流
れ
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
6
1
─
4
〈
特
集
＝
児
童
文
学

こ
の
百
年
〉
至
文
堂　

平
8
・
4　

一
〇
頁
）
で
、
「
藤
村
が
、
童
話
を
書
き
始

め
た
大
正
期
の
初
め
は
、
近
代
日
本
児
童
文
学
の
黎
明
模
索
の
時
代
で
も
あ
っ

た
わ
け
で
あ
」
（
一
二
頁
）
り
、
大
正
期
の
児
童
文
学
は
、
島
崎
藤
村
・
田
山
花

袋
・
徳
田
秋
声
・
与
謝
野
晶
子
・
野
上
弥
生
子
と
い
う
当
代
の
人
気
作
家
五
人

に
書
き
下
ろ
し
で
依
頼
し
た
、
藤
村
の
『
眼
鏡
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
愛
子
叢

書
」
（
実
業
之
日
本
社　

大
2
）
5
冊
か
ら
始
ま
り
、
「
大
正
期
の
日
本
児
童
文

学
は
、
童
話
・
童
謡
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
」
と
評
価
す
る
。

菅
忠
道
は
『
日
本
の
児
童
文
学
Ⅰ　

総
論
』
（
増
補
改
訂
版　

大
月
書
店　

昭

3
1
・
4
初
版
・
昭
4
7
・
4
増
補
改
訂
版
4
刷
）
で
、
大
正
初
期
の
「
過
渡
期
の

児
童
文
学
」
と
し
て
、
「
愛
子
叢
書
」
を
児
童
文
学
の
新
し
い
転
換
の
具
体
化
に

寄
与
し
た
と
位
置
付
け
る
も
の
の
（
八
二
頁
）
、
「
日
本
の
児
童
文
学
の
近
代
的

確
立
の
た
め
に
、
自
然
主
義
派
の
詩
人
・
作
家
た
ち
の
仕
事
は
、
ほ
と
ん
ど
反

映
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
」
（
八
六
頁
）
、
彼
ら
の
児
童
文
学
は
、
「
小
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説
と
し
て
の
物
語
的
構
成
は
、
き
わ
め
て
弱
い
。
」
（
八
八
頁
）
と
指
摘
す
る
。

さ
て
、
『
眼
鏡
』
出
版
の
4
年
後
、
藤
村
は
『
幼
き
も
の
に
』
（
実
業
之
日
本

社　

大
6
）
を
出
し
、
「
赤
い
鳥
」
創
刊
号
（
大
7
・
7
）
掲
載
の
童
話
「
二
人

の
兄
弟
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
小
学
女
生
」
「
金
の
船
」
「
小
学
少
年
」
「
小
学

少
女
」
「
婦
人
之
友
」
「
婦
人
公
論
」
「
少
女
界
」
「
女
性
改
造
」
「
小
学
男
生
」
他

の
雑
誌
や
読
売
新
聞
等
に
短
編
童
話
を
載
せ
つ
つ
、
『
ふ
る
さ
と
』
（
大
9
）
、
『
を

さ
な
も
の
が
た
り
』
（
大
1
3
）
を
、
ほ
ぼ
3
年
お
き
に
刊
行
。
そ
し
て
、
1
7
年
後

の
昭
和
1
5
年
に
「
藤
村
童
話
叢
書
」
と
銘
打
っ
て
第
一
篇
『
力
餅
』
を
刊
行
し
、

翌
年
、
第
二
篇
『
ふ
る
さ
と
』
・
第
三
篇
『
を
さ
な
も
の
が
た
り
』
・
第
四
篇
『
幼

き
も
の
に
』
と
し
て
初
版
を
一
部
改
変
し
て
収
め
刊
行
す
る
。

そ
の
『
ふ
る
さ
と
』
が
発
行
さ
れ
た
頃
、
子
供
で
あ
っ
た
久
保
田
正
文
の
「
あ

あ
い
つ
か
ま
た
相
逢
う
て
」
（
『
藤
村
全
集
』
月
報
1
1
〔
第
9
巻
付
録
〕
筑
摩
書

房　

昭
4
2
・
7　

七
頁
）
か
ら
、
（
引
用
に
際
し
、
旧
漢
字
体
は
新
漢
字
体
に
改

め
、
促
音
表
記
は
現
行
の
小
文
字
表
記
に
改
め
た
。
傍
点
ヽ
は
、
冨
田
に
よ
る
。

以
下
、
同
じ
。
）

　

父
が
、
童
話
集
『
ふ
る
さ
と
』
を
買
っ
て
く
れ
た
の
は
、
私
が
小
学
校
三

年
生
の
と
き
で
あ
っ
た
。
校
長
会
で
、
飯
田
の
町
へ
出
た
と
き
の
み
や
げ
で

あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
で
、
『
幼
き
も
の
に
』
も
買
っ
て
き
て
く
れ
た
。
『
を
さ

な
も
の
が
た
り
』
の
刊
行
さ
れ
た
と
き
に
は
、
私
は
も
う
六
年
生
で
あ
っ
た

か
ら
、
新
聞
か
雑
誌
か
の
広
告
で
そ
の
発
刊
を
知
り
、
振
替
用
紙
で
出
版
社

へ
金
を
送
っ
て
と
り
よ
せ
た
は
ず
で
あ
る
。

か
ぞ
え
年
十
歳
の
ム
ス
コ
の
私
に
、
『
ふ
る
さ
と
』
を
読
ま
せ
よ
う
と
し
た

こ
ろ
、
父
は
じ
ぶ
ん
で
は
『
新
生
』
を
よ
ん
で
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
と

お
も
う
。
す
く
な
く
と
も
、
そ
の
〈
事
件
〉
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。

し
か
し
そ
う
い
う
こ
と
に
関
係
な
く
、
あ
の
童
話
本
を
私
に
与
え
た
の
は
、

や
は
り
郷
土
の
先
輩
作
家
と
い
う
親
近
感
か
ら
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
（
略
）

　

藤
村
の
童
話
は
、
少
年
の
私
に
そ
れ
ほ
ど
お
も
し
ろ
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
立
川
文
庫
や
『
少
年
倶
楽
部
』
に
あ
ま
り
親
し
み
の
な
か
っ
た
私
は
、

い
く
ら
か
退
く
つ
し
な
が
ら
も
、
草
の
葉
や
木
の
枝
や
麦
の
穂
で
手
製
の
玩

具
や
楽
器
を
つ
く
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
少
年
た
ち
の
話
な
ど
に
そ
れ
な
り

の
親
近
を
感
じ
た
り
し
て
い
た
。

小
学
校
六
年
を
卒
業
の
年
、
…
…
飯
田
の
町
…
…
へ
出
た
私
は
、
父
の
と

り
つ
け
の
本
屋
へ
行
っ
て
、
新
潮
社
版
名
作
選
集
の
な
か
の
『
春
』
上
・
下

二
冊
を
買
っ
た
。
濃
い
セ
ピ
ア
色
の
絹
表
紙
の
小
型
本
で
あ
っ
た
。
得
意
に

な
っ
て
家
へ
持
っ
て
帰
っ
た
ら
、
お
ま
え
が
読
む
の
に
は
ま
だ
早
い
、
と
い
っ

て
母
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

と
、
藤
村
の
童
話
は
親
に
と
っ
て
お
土
産
と
し
て
も
、
子
供
が
自
分
で
取
り
寄

せ
て
も
、
小
学
生
の
子
供
に
安
心
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
与

え
ら
れ
た
子
供
に
と
っ
て
は
〈
そ
れ
ほ
ど
お
も
し
ろ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
〉
く
、

親
近
感
は
持
つ
も
の
の
〈
い
く
ら
か
退
く
つ
〉
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対

し
て
、
藤
村
の
小
説
の
方
は
小
学
校
六
年
の
子
供
に
は
〈
お
ま
え
が
読
む
の
に

は
ま
だ
早
い
〉
と
す
ぐ
さ
ま
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
状
況
が
窺
え
る
。

当
時
は
与
え
る
親
の
側
に
、
そ
れ
ほ
ど
の
藤
村
童
話
へ
の
信
頼
感
が
あ
っ
た

と
は
い
え
、
〈
特
集
＝
児
童
文
学
の
世
界
〉
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
4
8
─
1
4

昭
5
8
・
1
1
）
で
は
、
「
児
童
文
学
作
家
論
」
に
、
小
川
未
明
・
壷
井
栄
・
千
葉
省

三
・
坪
田
譲
治
・
新
美
南
吉
・
浜
田
広
介
・
宮
沢
賢
治
の
七
名
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
ば
か
り
で
、
藤
村
は
「
作
家
の
児
童
文
学
」
の
中
に
、
芥
川
龍
之
介
・
有

島
武
郎
・
川
端
康
成
と
並
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
扱
い
を
受
け
る
。

そ
し
て
、
〈
特
集
＝
児
童
文
学
こ
の
百
年
〉
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
6
1
─

4　

平
8
・
4
）
に
な
る
と
、
「
児
童
文
学
作
家
論
」
に
は
、
先
の
7
名
と
、
巌

四
一



子和田冨

谷
小
波
・
塚
原
健
二
郎
の
合
計
9
名
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
「
作
家
の

児
童
文
学
」
は
紹
介
さ
れ
ず
、
よ
っ
て
、
藤
村
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
近
代
児
童
文
学
史
の
側
面
か
ら
も
児
童
文
学
作
家
と
し

て
の
藤
村
の
影
は
薄
く
な
る
ば
か
り
で
、
現
在
も
そ
の
評
価
に
変
化
が
あ
る
と

は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
、
次
項
で
は
、
藤
村
童
話
の
研
究
史
を
展
望
す
る
た
め
に
、
作
品
論

の
み
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
藤
村
童
話
に
つ
い
て
書
か
れ
た
小
論
も
視
野
に
入
れ
る
。

2　

藤
村
童
話
研
究
史

秋
田
雨
雀
は
「
『
少
年
読
本
』
を
読
ん
で　

島
崎
藤
村
氏
の
近
業
」
（
「
東
京
朝

日
新
聞
」
大
1
3
・
2
・
1
7　

6
面
「
学
芸
」
欄
）
で
、
三
作
目
の
『
を
さ
な
も

の
が
た
り
』
を
読
ん
で
、
「
上
京
後
の
お
父
さ
ん
の
見
聞
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

は
、
実
に
最
も
優
れ
た
東
京
の
印
象
記
で
も
あ
り
、
ま
た
最
も
平
易
な
言
葉
で

書
か
れ
た
国
民
史
と
い
ふ
と
も
出
来
ま
せ
う
。
」
「
島
崎
さ
ん
が
最
期
の
芸
術
様

式
を
童
話
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
島
崎
さ
ん
の
た
め
よ
り
も
、
日
本
の
子
供
及

び
子
供
の
芸
術
の
た
め
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
」
と
歓
迎
す
る
。

と
は
い
え
、
こ
れ
以
前
に
『
幼
き
も
の
に
』
と
『
ふ
る
さ
と
』
の
二
作
が
あ

る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
藤
村
が
6
4
歳
で
、
1
0
月
に
「
夜
明
け
前
」
第
二
部
が
完
結
し
、
日

本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
発
会
、
会
長
に
推
さ
れ
て
就
任
す
る
年
、
昭
和
1
0
年
2
月
2
1
日

付
の
槇
本
楠
郎
「
島
崎
藤
村
の
児
童
讀
物
研
究
」
（
秋
田
雨
雀
編
『
島
崎
藤
村
研

究
』
楽
浪
書
院　

昭
1
0
・
1
1　

三
四
一
頁
）
で
は
、
（
傍
点
・
は
、
槇
本
に
よ

る
。
）と

に
か
く
『
幼
き
も
の
に
』

（
マ
マ
）

は
は
相
当
「
人
に
読
ま
れ
」
た
。
そ
し
て
三

四
ニ

年
後
の
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
十
二
月
、
『
幼
き
も
の
に
』
の
十
四
版
と

同
時
に
第
二
著
書
『
ふ
る
さ
と
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
氏
の
こ

の
分
野
に
於
け
る
確
乎
た
る
位
置
が
定
ま
り
、
氏
も
ま
た
励
ま
さ
れ
て
、
『
を

さ
な
も
の
が
た
り
』
（
一
九
二
四
年
）
『
藤
村
読
本
』
（
一
九
二
六
年
）
『
藤
村

少
年
読
本
』
（
一
九
三
〇
年
）
な
ど
漸
次
仕
事
を
押
し
進
め
て
行
っ
た
。
（
三

四
三
頁
）

と
、
『
幼
き
も
の
に
』
が
〈
十
四
版
〉
を
重
ね
る
程
、
読
ま
れ
、
近
代
児
童
文
学

に
お
い
て
も
〈
確
乎
た
る
位
置
〉
が
定
ま
っ
た
と
述
べ
、
「
〈
童
話
〉
…
…
と
い

ふ
用
語
を
…
…
日
本
で
慣
用
の
〈
児
童
文
学
〉
ま
た
は
〈
少
年
文
学
〉
の
意
味

に
用
い
て
ゐ
る
」
（
三
四
九
頁
）
と
指
摘
し
、
「
興
味
中
心
主
義
ま
た
は
教
訓
第

一
主
義
の
〈
童
話
〉
…
…
を
否
定
し
て
、
何
よ
り
も
芸
術
作
品
で
あ
る
こ
と
を

望
み
、
そ
の
芸
術
的
教
化
力
を
認
め
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
…
…
藤
村
氏
の
児

童
文
学
に
関
心
を
持
っ
た
動
機
は
生
活
力
の
萎
靡
沈
滞
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
作
家
的
活
動
は
寧
ろ
そ
の
当
時
の
そ
の
領
域
に
於
け
る
開
拓
的
な
寄
与
と

な
っ
た
。
」
（
三
五
一
頁
）
と
指
摘
す
る
。
が
、
藤
村
の
「
児
童
文
学
観
の
不
徹

底
さ
…
…
の
た
め
に
氏
の
作
品
の
発
展
性
を
阻
止
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
」

（
三
六
五
頁
）
と
み
る
。

小
山
東
一
は
「
童
話
作
家
と
し
て
の
藤
村
」
（
「
文
学
」
4
─
8　

岩
波
書
店

昭
1
1
・
8　

四
三
〔
一
六
五
〕
頁
）
で
、
『
幼
き
も
の
に
』
『
ふ
る
さ
と
』
『
を
さ

な
も
の
が
た
り
』
の
三
作
か
ら
、
「
童
話
と
い
へ
ば
直
ち
に
面
白
い
話
を
も
っ
た

も
の
と
い
ふ
伝
統
的
な
考
へ
方
か
ら
す
れ
ば
藤
村
の
童
話
は
面
白
く
な
い
童
話

で
あ
る
。
…
…
散
文
詩
と
し
て
見
る
と
き
に
面
白
い
の
で
あ
る
。
」
（
四
八
〔
一

七
〇
〕
頁
）
「
藤
村
の
童
話
の
教
訓
が
露
骨
な
も
の
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、

…
…
又
詩
人
の
態
度
と
も
い
へ
よ
う
。
藤
村
の
童
話
は
全
部
が
さ
う
い
ふ
も
の

で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
ゝ
。
」
（
四
九
〔
一
七
一
〕
頁
）
）
そ
し
て
、
「
古
く
さ
い



ユ
ウ

モ

ア

が

多
く

、

ユ
ウ

モ
ラ

ス
な

童

話

作

家

と

は

未

だ

い

ふ

こ

と

が

出

来

な

い
。
」

(
五
〇

〔
一
七

二
〕

頁

)
と

指

摘

し

、

が

、

「和

や

か

な

愛

情

に

満

ち

、

静

か

な

喜

び

を

感

じ

さ

せ

る

童

話

で
あ

る

」

(
五

一
〔
一

七

三

〕
頁

)
と

述

べ

る
。

こ
の
後
、
藤
村
は
昭
和
18
年
8
月
に
他
界
す
る
が
、
生
前
の
藤
村
童
話
評

で

見

る

こ
と

が

で

き

た

も

の

は
、

以

上

の
三

つ
で

あ

る
。

更

に

、

前

田

晃

は

「
『
幼

き

も

の
に

』

と

『
ふ

る
さ

と

』
」

(
「藤

村

研

究

」

16

〔『島
崎
藤
村
全
集
』
第
16
巻
付
録
〕

新
潮
社
　
昭
26
・3
　
三
頁
)
で
、

『幼
き

も

の
に
』
と

『ふ
る
さ
と
』
の
間
の
わ
ず
か
三
、
四
年
の
間
に
、
『新
生
』
を
書

き
終
わ

っ
た
精
神
の
解
放
感

・
安
堵

感
か
ら

『ふ
る
さ
と
』
の
表
現
は
よ
り
立

派
な
童
話
集
の
も
の
に
変
化
し
た
と

述
べ
る
し
、
坪
田
譲
治
は

「藤
村
童
話
覚

書
」
(
「藤
村
研
究
」
16
　
六
頁
)
で
、
藤
村
童
話
を
詩
と
同
じ
位
高
く
評
価
し
、

愛
情
の
文
学
で
あ
る
が
、
父
親

の
文
学
で
あ
り
、
「そ
の
形
で
な
く
、
そ
の
内
包

す
る
感
情
や
精
神
に
童
話
と
し
て
の

ロ
ー

マ
ン
ス
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
」
(七

頁
)
と
い
い
、

「た
と

へ
子
供
に
面

白
く
な
く
て
も
、
そ
こ
に
特
色
が
あ

っ
て
、

そ

こ

が

珍

重

し

て

読

ま

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る
か

も

知

れ

な

い
。
」

と

述

べ

る

。

こ
の

「藤
村
研
究
」
16
の
編
集
室

に
よ
る

「編
集
記
」
(八
頁
)
で
、

「『愛
児

叢
書
』
第

一
篇
と
し
て
出
版
し
た

『眼
鏡
』
が
あ
り
、
…
…
自
身
の
少
年
時
代

よ
り
青
年
時
代
に
か
け
て
の
経
験
を

取
材
の
特
色
と
す
る
藤
村

の
少
年
読
物

の

中
で
も
、
殊
に
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
中
の
或
る
部
分
は
、
後

の

『力

餅
』
の
中
に
再
び
取
り
上
げ

て
は
ゐ

る
が
、
自
選
童
話
叢
書
の
中
か
ら
も
切
り

捨
て
ら
れ
、
そ
の
作
品
の
姿
や
内
容

に
就
て
、
こ
れ
を
捨
て
た
藤
村
の
意
図
は

検

討

さ

る

べ

き

で

あ

る
。
」

と

指

摘

す

る
。

矢
沢
邦
彦
は

「藤
村
の
童
話
に
つ
い
て
」

(「信
濃
教
育
」
8
0
0
　

昭
28

・
8

三
〇
頁
)
で
、

『幼
き
も
の
に
』
と

『ふ
る
さ
と
』
を
評
価
し
、

「藤
村
は
芭
蕉

の
文
の
単
純
化
さ
れ
て
い
て
、
含
蓄

の
多
い
こ
と
を
く
り
か
え
し
述
べ
て
い
る
。

か
れ
は
童
話
を
書
く
時
で
も
そ
の
事

を
忘
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
半
面

に
、
読

む

少

年

た

ち

の

こ

と

は

忘

れ
ら

れ

て

い

る

の

で

は
な

い
か

と

思
う

。
」
(
三

三
頁
)
と
、
藤
村
の
思
い
と
文
体
の
隔
た
り
を
述
べ
る
。

塚
原
健
二
郎
は

「童
話
作
家
と
し
て
の
藤
村
」

(「文
藝
」
臨
時
増
刊
号

く現

代
文
豪
読
本
I
I>
河
出
書
房
　
昭
29

・
9
　
九
五
頁
)
で
、
童
話

の
中
の
言
葉

を
と
ら
え
て
、
「い
の
ち
と
、
光
り
と
、
光
り
に
向

っ
て
高
く
は
ば
た
く
も

の
。

こ
れ
こ
そ
は
、
明
治
二
、
三
十
年
代
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
高
揚
し
た
精
神
に

さ
ゝ
え
ら
れ
て
成
長
し
た
藤
村
の
文
学
に

一
貫
し
て
流
れ
る
も
の
で
は
な
か

っ

た
か
。
」
(九
七
頁
)
と
、
評
価
の
違
う
詩
や
小
説
と
童
話
の
共
通
点
を
見
出
す
。

荒
正
人
は

「藤
村
論
に

つ
い
て
」
(平
野
謙

『現
代
作
家
論
全
集
　
2
　
島
崎

藤
村
』
五
月
書

房
　
昭
32

・
1
1　

一
七
七
頁

〔「日
本
読
書
新
聞
」
昭
31

・
8
～

9
の
転
載
。
〕)
で
、
童
話
作
家
藤
村
と
は

「詩
人
藤
村
の
変
貌
ま
た
は
余
韻
の

一
つ
と

」

(
一
九

三

頁

)

と

ら

え

る
。

山
室
静
は

「藤
村
童
話
に

つ
い
て
」
(
『児
童
文
学
の
展
望
　
児
童
文
学
I
I』

角
川
書
店
　
昭
31

・
9
　

一
二
八
頁
)
で
、
彼
の
童
話
に
対
す
る
態
度
は
詩
や

小
説
作
品
と
同
様
に
と
て
も
誠
実
で
、

「藤
村
童
話
も
、
ご
く
大
ま
か
に
い
え

ば
、
…
…
孤
独
と
現
在

へ
の
失
望
の
中
か
ら
、
未
来
を
形
づ
く
る
子
供
に
訴
え

か
け
る
べ
く
書
か
れ
た
も

の
と
い
え
る
」
(
一
三
二
頁
)
と
見
る
が
、
「作
者
…
…

の
自
信
に
か
か
わ
ら
ず
、
藤
村
童
話
は

一
般
に
そ
れ
ほ
ど
尊
重
さ
れ
て
も

い
ず
、

児
童
に
は
ま
し
て
愛
読
さ
れ
て
は
い
な

い
。
最
近
で
は
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
読
ま

れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
」
(
一
三
五
頁
)
と
現
状
を
示
し
、
そ

の
原
因
は

「藤

村
童
話
は
童
話

の
童
話
た
る
特
質
―

日
常
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
自
由
に
の
り
こ

え
う
る
強
味
を
ま

っ
た
く
生
か
し
て
い
な
い
。
」
(
一
四
〇
頁
)
と
指
摘
し
、
藤

村
自
身
も
そ
れ
に
気
づ
い
て
は
い
た
の
だ
が
と
述
べ
る
。

石
井
桃
子
は

「藤
村
の
童
話
」
(
『島
崎
藤
村
全
集
月
報
』
9
　
筑
摩
書
房

昭

31

・
10

　

三

頁

)

で
、

大

正

7
年

の

「
赤

い
鳥

」

創

刊

に

始

ま

る

新

し

い

日

本

の

児

童

文

学

が

生

ま

れ

よ
う

と

し

て

い
た

須

に
、
『
幼

き

も

の

に

』
が

淡

々

と

四
三

藤村童話研究史の傾向藤村童話研究史の傾向



冨 田 和 子

し
た
、
美
し
い
口
語
で
書
か
れ
た
こ
と
、

い
ま
も
古
く
な
い
、
正
し
い
口
語
文

で
書
か
れ
た
こ
と
に
感
激
す
る
が
、

詩
人
藤
村
ら
し
く

一
編

一
編
が
、
す
ぐ
れ

た
散
文
詩
、
寓
話
の
印
象
を
あ
た
え

る
と
し
な
が
ら
も
、
四
冊

の
童
話
が
い
ず

れ
も
短
編
的
、
随
想
的
な
た
め
、
す

ぐ
れ
た
作
家
に
よ
る
太
い
柱
の
と
お
っ
た

長

編

の
な

か

っ
た

こ
と

を

痛

恨

事

と

述

べ

る
。

マ
マ

再
び
、
山
室
静
は

「藤
村

の
童
話

　
『ふ
る
さ
と
』
と

『お
さ
な
も
の
が
た

り
』
に
ふ
れ
て
」
(
『島
崎
藤
村
全
集

月
報
』
17
　

昭
32

・
3
　

一
頁
)
で
、
先

の

「藤
村
童
話
に

つ
い
て
」
で
述
べ
た
あ
ま
り
子
供
た
ち
に
読
ま
れ
な
い
現
状

の
上
で
、
藤
村
は
童
話
と
い
う
も
の
に
よ
き
理
解
、
つ
ま
り
、
「童
話
の
も

つ
無

限
と
も
い
う
べ
き
可
能
性
も
、
独
得

の
世
界
も
見
落
す
こ
と
な
く
、
極
め
て
豊

か
で
柔
軟
な
見
方
」

(三
頁
)、
童
話

観
を
持
ち
な
が
ら
も
、
藤
村
童
話
が
枝
葉

を
切
り
す
て
て
要
点
だ
け
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
た
め
に
童
話
に
あ
る
べ
き

〈無

邪
気
な
遊
び
〉
が
消
え
、
そ
し
て
つ
ね
に
父
親
、
大
人
の
立
場
に
立

っ
て
い
た

た
め
、

子
供
の
世
界
に
と
け
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、

の
び
や
か
で
豊
か
な
童
話

の
世
界
を
開
く

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
指
摘
す
る
。
が
、

『ふ
る
さ
と
』
と

『を
さ
な
も
の
が
た
り
』
に
描
か
れ
た

信
州
の
自
然

へ
の
愛
を
教
え
て
く
れ
る
点

に
強
く
関
心
を
示
す
。

藤
村
の
未
亡
人
と
な

っ
た
島
崎
静

子
は

「藤
村
と
童
話
」

(『島
崎
藤
村
全
集

月
報
』
17
　

三
頁
)
で
、
雑
誌

「処

女
地
」
発
行
前
後
の
大
正
12
年
頃
、
同
人

諸
姉
の
集
ま
り
で
、
藤
村
が

「私
の
創
作
の
中
で
童
話
は
残
る
で
し
ょ
う
か
。

童
話
は
残
る
か
と
思
い
ま
す
が
…
…

」
(四
頁
)
と
言
っ
た
話
や
日
常
生
活
の
中

で
藤
村
が
示
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
、
童
話
執
筆
の
熱
意
が
最
期
ま
で
衰

え

な

か

っ
た

こ

と

を

述

べ

る
。

更
に
、
山
室
静
は

「『桃
の
雫
』
と

『力
餅
』　
解
説
」

(『島
崎
藤
村
全
集
月

報

』

19
　

昭

32

・
4
　

一
頁

)

で
、

『
力

餅

』

に

は

「少

く

と

も

高

校

生

く

ら

い

に

な

ら

な

い
と

、

身

に

合

う

よ

う

に

な

ら

な

い
話

が

か

な

り

あ

る
。
」

(
三

頁

)

四
四

と
、
藤
村
の
童
話

へ
の
見
識
が
か
え

っ
て
子
供
に
と

っ
て
わ
か
り
に
く
い
も
の

に

な

っ
て

い

る

弱

み

を

指

摘

す

る
。

石
岡
康
代
は

「島
崎
藤
村
の
童
話
」

(「実
践
文
学
」
4
　

昭
33

・
6
　
実
践

文
学
会
　

一
三
頁
)
で
、
『眼
鏡
』
は
別
と
し
て
、
童
話
の
か
か
れ
た
時
期
に
共

通
点
を
見
出
し
、
順
に
、
パ
リ
帰
朝
後
、
『新
生
』
執
筆
後
、
病
後
、
『嵐
』
『夜

明
け
前
』
の
時
代
を
経
て
、
海
外
旅
行
後
と
、
「ど
の
作
品
も
藤
村

の
生
活
を
左

右
す
る
よ
う
な
大
き
な
役
割
を
も

つ
も

の
と
思
わ
れ
る
旅
、
事
件

の
後
に

一
息

つ
い
た
…
…
時
期
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」

(
一
七
頁
)
と
指
摘
し
、

童
話
執
筆
の
動
機
に
、
精
神

の
ゆ
き
づ
ま
り
に
た
い
し
て
、

「『新
生
』
の
中
に

い
う
心
、
〈
―

何
よ
り
も
先
づ
自
分
は
幼
い
心
に
立
ち
帰
ら
ね
ば
成
ら
な
い
〉」

(
一
九
頁
。
傍
点
は
石
岡
に
よ
る
。
)
と
い
う
心
を
指
摘
す
る
。
「だ
か
ら
、
藤
村

の
童
話
は
、
普
通
の
童
話
と
云
う
よ
り
も
、
童
話
的
新
形
態
に
よ
る
自
伝
的
短

篇
作
品
と
し
て
の
味
の
方
が
勝

っ
て
い
て
、
子
供
に
は
教
訓
的
な
匂
い
の
す
る
、

な
じ
め
な
い
童
話
に
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」

(二
〇

頁

)

と

述

べ

る
。

塚
原
健
二
郎
は

「〈特
集

現
代
児
童
文
学
事
典
〉」
「島
崎
藤
村
」
の
項

(「国

文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
27
―

13
　
1
1月
臨
時
増
刊
号
　
昭
37
・
1
1
　

八
四
頁
)
で
、

「藤
村
が
童
話
の
対
象
を
、
児
童
だ
け
に
限

っ
て
い
な
い
」

(八
五
頁
)
と
述
べ

る
し
、
同
書

「を
さ
な
も

の
が
た
り
」

の
項

(
一
一
○
頁
)
で
、
佐
々
木
元

一

は

「言
葉
の
た

い
せ

つ
さ
、
な
が
い
人
生
で
の
経
験
と
し
て
生
か
さ
れ
た
動
か

ぬ
藤
村
の
姿
を
読
み
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
、
滑
川
道
夫
は

「わ

が
子
の
成
長
に
つ
れ
て
、
与
え
か
た
も
考
え
、
程
度
を
高
め
て
き
て
い
る
。
…
…

そ
れ
だ
け
に
、
子
ど
も
に
身
構
え
を
さ
せ
て
読
ま
せ
な
け
れ
ば
藤
村
童
話
の
真

価

は

理

解

さ

せ

に

く

い
も

の
で

あ

る
。
」

(
一
一
一

頁

)

と

述

べ

る
。

古
田
拡
は

『児
童
文
学
概
論
』
「第
九
章
　
島
崎
藤
村
論
」
(福
田
清
人

・
滑

川
道
夫

・
鳥
越
信
編
　
牧
書
店
　
昭
38

・
1
初
版

・
同
40

・
5
第
4
版
　

一
三



藤村童話研究史の傾向

九
頁
)
で
、
藤
村
の

「童
話
だ
け
は
残
る
」
と
い
う
こ
と
ば
は

「孫
を
愛
す
る

七
十
の
老
翁
の
思
い
入
っ
た
こ
こ
ろ
と
こ
と
ば
」
(
一
四
六
頁
)
か
ら
発

っ
せ
ら

れ
た
〈
心
理
的
理
由
に
よ
る
も
の
〉

(
一
四
四
頁
)
で
、
石
井
桃
子
の
指
摘
す
る

「四
冊
の
童
話
…
…

の
い
ず
れ
も
が
、
あ
ま
り
に
も
短
編
的
、
随
想
的
だ
と
い
う

こ
と
」

(
一
四
三
頁
)
を
支
持
し
、

藤
村
童
話

の
意
義
は
〈

話
し
こ
と
ば
の
童

話
〉
(
一
四
七
頁
)
と
見
る
と
こ
ろ
に
価
値
を
見
出
せ
る
と
述
べ
る
。

鳥

越

信

は

「幼

き

も

の

に

・
力

餅

」

(
「国

文

学
解

釈

と

鑑

賞

」

31

―

11

〈
特

集
　
島
崎
藤
村
研
究
図
書
館
〉
作
品
論
―
児
童
文
学
　
昭
41

・
9
　

八
三
頁
)

で
、
「た
し
か
に
内
容
と
い
い
、
形
式
と
い
い
、
世
界
の
児
童
文
学
の
中
で
、
こ

の
四
冊
は
A

(ア
ナ
ト
ー
ル
)
・
フ
ラ
ン
ス
の

『少
年
少
女
」
に
最
も
近
い
。
」

(八
四
頁
)
と
指
摘
す
る
。

福
田
清
人
は

「藤
村
の
童
話
」

(
『藤
村
全
集
』
月
報
10

〔第
8
巻
付
録
〕
筑

摩
書
房
　
昭
42

・
6
　
六
頁
)
で
、
藤
村
童
話
は
詩
人
藤
村
の
望
郷
の
思
い
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
副
次
的
に
、
伝

記
資
料
に
大
い
に
役
立

つ
も
の
が
あ
る
と

述

べ

る

。

宮
口
し
づ
え
は

「藤
村

の
世
界
と

私
」
(『藤
村
全
集
』
月
報
１１

〔第
9
巻
付

録
〕
昭
42

・
7
　
五
頁
)
で
、
昭
和

3
年
5
月
に
木
曽
で

「言
葉
」
と
い
う
演

題
で
さ
れ
た
講
演
で
藤
村
が
「
"
血
に

つ
な
が
る
ふ
る
さ
と
、
心
に

つ
な
が
る
ふ

る
さ
と
、
言
葉
に

つ
な
が
る
ふ
る
さ
と
"
と
く
り
か
え
し
て
言
わ
れ
」
た
記
憶

を
紹
介
し

(六
頁
)、

「単
な
る
懐
古

で
は
な
し
に
、
自
分
の
心
に

つ
な
が
る
深

い

何

か

を

伝

え

た

か

っ
た

に

ち

が

い

な

い
と

思

う

。
」

(五

頁

)

と

述

べ

る
。

三
好
行
雄
は

「『力
餅
』
に
つ
い
て
」
(『藤
村
全
集
』
月
報
12

〔第
10
巻
付

録

〕

昭

42

・
8

　

六

頁

)

で
、

「父

に

見
ら

れ

て

い

る

子

の
世

界

へ
自

己

を

解

放

す

る
。
」

(
七

頁

)

が

、

母

が

不

在

で
、

「
『
夜

明

け
前

』

の
完

結

後

五

年

を

経

て

刊

行

さ

れ

た

こ

と

の
意

味

」

に

着

目

し
、

「
そ

の
と

き

、

藤

村

は
晏

如

と

し

て
、

す

べ

て
を

良

し

と

す

る

心

境

に

す

で

に

達

し

て

い

る
。
」
と

み

る
。
更

に
、

回

想

的
性
格
が
顕
著
で

「『力
餅
』
は
童
心
か
ら
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
っ
た
場
所
で
、
滋

味
掬
す
べ
き
人
生
の
知
恵
に
つ
い
て
語
る
。
」

(八
頁
)
と
述
べ
る
。

菊
地
重
三
郎
は

「藤
村
の
童
話
」
(
「太
陽
」
105
号

〈特
集

　
藤
村
と
木
曽
路
〉

平
凡
社
　
昭
47

・
2
　
八
六
頁
)
で
、
藤
村
の
童
話
は

「慈
父
が
幼
い
子
供
を

相
手
に
知
恵
を
訓
え
解
き
聞
か
せ
る
話
と
し
て
比
類
な
い
も
の
」
で
あ
る
が
、

「『ふ
る
さ
と
』
だ
け
は
他
の
三
冊
と
異
な

っ
て
、
〈童
話
〉
」
ら
し
く
、
「子
供
の

読

者

に

は

…

…

こ

の
本

だ

け

は

素

直

に

興

味

を

ひ
く

ら

し

い
。
」

と

述

べ

る
。

田
中
富
次
郎
は

「藤
村
童
話
の
再
評
価
―

仮
託
的
手
法
に
つ
い
て
―

」

(初
出
は

「信
州
白
樺
」
17
　
昭
50
・4
。

『島
崎
藤
村
III
　

作
品
の
二
重
構
造
』

桜
楓
社
　
昭
53

・
1
　

一
五
〇
頁
に
再
録
)
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
三
年
程
滞
在
し

て

〈中
世
を
探
求
す
る
心
〉
と

〈子
供
の
心
〉
が
培
わ
れ
た
と
指
摘
し
、
『幼
き

も
の
に
』
所
収

の
第

一
〇
話

「鰐
」、

『ふ
る
さ
と
』
所
収
の
第
二
九
話

「生
徒

さ
ん
、
今
日
は
」
・第
五
四
話

「冬
の
贈
り
物
」
を
例
に
挙
げ

て

『新
生
』
と
の

表
裏
関
係
、
二
重
構
造
を
指
摘
し
、
『を
さ
な
も
の
が
た
り
』
所
収

の
第
三
四
話

「太
陽
の
出
る
前
」
を
例
に
挙
げ
て

『夜
明
け
前
』
と

『東
方
の
門
』
へ
も
裏
返

す
、
仮
託
を
見
出
し
、
『力
餅
』
所
収
の
最
後
の
話
で
あ
る

「ほ
ゝ
づ
き
」
を
取

り
上
げ

て
、
「省
略
の
効
果
」
を
述
べ
、
「藤
村
童
話
は
藤
村
芸
術
の
源
泉
で
あ

っ

た

」

(
一
七

七

頁

)

と

述

べ

る
。

和
田
謹
吾
は

「藤
村
童
話
・そ

の
底

に
流
れ
る
も
の
」

(初
出
は

『日
本
児
童

文
学
体
系
』
9
　
ほ
る
ぷ
出
版
　
昭
52

・
１１
。

『島
崎
藤
村
』
翰
林
書
房
　
平

5

・
10
　

二
二
七
頁
に
再
録
)
で
、
藤
村
童
話
が
父
の
文
学
で
あ
る
と
見
る
点

は
同
じ
で
あ
る
が
、
先
の
槇
本
楠
郎

・
坪
田
譲
治

・
三
好
行
雄
が

『幼
き
も
の

に
』
を
藤
村
童
話

の
出
発
と
見
る
の
に
対
し
、
「素
直
に

『眼
鏡
』
を
第

一
作
と

し
て
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
」
(
二
三
五
頁
)
述
べ
、

「『力
餅
』
に
至

っ
て
、

藤
村
童
話
は
初
め
て
臍
の
緒
を
切

っ
て
独
立
性
を
獲
得
し
た
と
も

い
え
る
」
(二

三
九
頁
)
と
し
、
「そ
も
そ
も
の
藤
村
童
話
成
立
の
契
機
は
失
わ
れ
た
と
見
」
る
。

四
五



冨 田 和 子

鳩
貝
久
延
は

「『ふ
る
さ
と
」―

藤
村

の
童
話
―

」
(伊
東

一
夫
編

『島

崎
藤
村
―

課
題
と
展
望
―

』
明
治
書
院
　
昭
54

・
11　

三
七
二
頁
)
で
、

「童
話

『ふ
る
さ
と
』
は
、
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
と
憧
憬
が
渾
然
と

一
体
と
な

っ

た
作
品
で
あ
る
」
(三
七
九
頁
)
と
述

べ
、
山
室
静
が
子
供
の
眼
で
眺
め
て
い
な

い
と
し
た
藤
村
童
話
の
問
題
と
想
像

力
の
乏
し
さ
を
支
持
し
、
「自
己
の
心
情
を

語
る
と
い
う
自
然
主
義
的
方
法
と
写

生
と
い
う
手
法
は
、
藤
村

の
童
話
に
リ
ア

リ
ズ
ム
の
面
か
ら
作
品
を
見
る
と
い
う
、
そ
の
当
時
の
童
話
に
な
か

っ
た
面
を

も
た
ら
し
て
い
る
」
(三
八
三
頁
)
と
指
摘
し
、
こ
の

「リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
を

童
話
に
導
入
し
」
(三
八
四
頁
)
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
べ
き
も

の
で
あ
る
と
述

べ

る

。
近
代
文
学
研
究
室

「島
崎
藤
村
」
(昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室

『近
代

文
学
研
究
叢
書
』
第
51
巻
　
昭
和
女

子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
　
昭
55

・
11

一
七
五
頁
)
で
は
、
「三
、
業
績
」
担

当
の
赤
松
昭
は
、
藤
村
が
童
話
に
手
を
そ

め
た
動
機
に
つ
い
て
三
好
行
雄
の

「『力
餅
』
に
つ
い
て
」
(『藤
村
全
集
』
月
報

12

〔第

10

巻

付

録

〕
)

か

ら

紹

介

す

る

の

み

で

あ

る
。

宮
沢
薫
は

「《教
育
現
場
か
ら

(二
)
》
『藤
村
の
童
話
』
の
再
発
見
」
(「文
学

と
教
育
」
〈季
刊
〉
117
　
文
学
教
育
研
究
者
集
団
　
昭
56

・
8
　

五
〇
頁
)
で
、

「童
話
が
、
『夜
明
け
前
』
を
境
に
前
後
し
て
書
か
れ
た
こ
と
」
を
意
識
し
、
「子

ど
も
の
発
想
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
語
り
口
で
語
ら
れ
て
い
る
。
…
…
子
ど
も

と

の
徹
底
し
た
対
話
精
神
に
よ
り
、

未
来
を
負
う
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
と
可

変
性
に
向
け
て
、
ひ
た
す
ら
に
、
人
間
の
尊
厳
を
テ
ー

マ
に
生
命

・
労
働

・
精

神
に
関
る
話
が
語
ら
れ
る
。
」

(五

一
頁
)
と
見
て
、

「子
ど
も

へ
の
期
待
感
を

持

っ
た

温

い

励

ま

し

の
文

学

で
あ

る
。
」

(五

二

頁

)

と

述

べ

る
。

飛
田
文
雄
は
こ
れ
ま
で
伝
記
や
小
説
等
と
の
関
わ
り
の
中
で
し
か
扱
わ
れ
な

か

っ
た
藤
村
童
話
を
は
じ
め
て
中
心
に
据
え
て
論
じ
た

『藤
村

の
童
話
　
そ

の

位
置
と
系
譜
』
(双
文
社
出
版
　
昭
58
・4
)
で
、
童
話
が
藤
村
研
究
の
中
で
重

四
六

視
さ
れ
な
い
理
由
を
考
え
る
と
と
も
に
、
藤
村
自
身
が
、
童
話
と
い
う
も

の
を
、

ど
う
考
え
、
ど
う
扱
い
、
そ
の
創
作
に
ど
ん
な
姿
勢
を
と

っ
て
い
た
か
を
問
題

に
し
て
、
回
顧
、
随
想
、
作
品
、
童
話
、
行
為
の
五
つ
の
視
点
か
ら
、
童
話

へ

の
愛
着
が
薄
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
幼
年
期
の
体
験
を
題
材

と
し
た

『ふ
る
さ
と
』、
少
年
期
の
体
験
を
題
材
と
し
た

『を
さ
な
も

の
が
た

り
』、
青
年
期
の
体
験
を
主
た
る
題
材
と
し
た

『力
餅
』、
壮
年
期

の
体
験
を
題

材
と
し
た

『幼
き
も
の
に
』
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
続
く
老
年
期
の
体
験
を
題
材

と
し
た
老
年
童
話
の
準
備
が
あ

っ
た
こ
と

(三
三
頁
)、
童
心
と
い
う
よ
り
も

〈自
然
心
〉
で
望
む
こ
と
や

(六
五
頁
)、
「子
ど
も
の
た
め
の
創
作
を
し
な
い
と

き
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
書
の
編
集
と
出
版
を
行

っ
て
、
そ
れ
を
補

っ
て
い
た
」

(二
六
〇
頁
)
と
指
摘
し
、
藤
村
文
芸
に
お
け
る
童
話
の
見
直
し
を
迫
る
。

赤
尾
利
弘
は

「藤
村
童
話

『ふ
る
さ
と
』
の
位
置
」
(
「文
学
と
教
育
」
5

文
学
と
教
育
の
会
　
昭
58

・
7
　

一
六
頁
)
で
、
藤
村
が
柳
田
国
男
の

『遠
野

物
語
』
を
読
ん
だ
感
想
文

(『後
の
新
片
町
よ
り
』
の
中
の

「遠
野
物
語
」
明

43

・
7
)
と

『夜
明
け
前
』
の
間
に

『ふ
る
さ
と
』
を
位
置
付
け
て
見
る
と
、

「自
己
の
見
聞
し
た
思
い
出
や
原
光
景
を
語
」
(二
二
頁
)
り
、
「そ
の
時
代
、
そ

の
地
域
に
根
ざ
し
た
思
想

の
真
実
を

つ
む
ぎ
出
」
(
二
二
頁
)
す
こ
と
が
藤
村
文

学
の
奥
底
に
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
、
更
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
モ
ー
ジ

ュ
の

田
舎
を
見
て

「東
西
文
明
を
相
対
化
で
き
る
地
点
で
、
父
親
及
び
父
の
時
代
再

評
価
と
い
う
問
題
意
識
を
か
か
え
こ
ん
だ
」
(二
四
頁
)
た
め
に
、
『夜
明
け
前
』

の
前
に
、
『ふ
る
さ
と
』
で

「父
と
自
分
と
の
在
り
し
日
の
思
い
出
に

つ
な
が
る

故
郷
の
日
々
に
さ
か
の
ぼ

り
、
そ
れ
を
再
現
し
て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
。
」
（二

四

頁

)

と

述

べ

る
。

上
総
英
郎
は

『
の
ぞ
み
の
国
』
「解
説
」

(島
崎
藤
村

・
沖
野
岩
三
郎

・
賀
川

豊
彦

・
吉
田
絃

二
郎

・
有
島
武
郎
　
日
本
キ
リ
ス
ト
教
児
童
文
学
全
集
2
　

教

文
館
　
昭
58

・
11
　

一
八
七
頁
)
で
、
藤
村
の
童
話

「幸
福
」

(『を
さ
な
も
の



藤村童話研究史の傾向

が
た
り
』
第
三
二
話
)
を
引
い
て
、

童
話
の
場
面
状
況
の
細
部
を
省
略
す
る
こ

と
で
、
「読
者
で
あ
る
子
供

の
心
に
余
白
を
残
し
て
お
き
た
か

っ
た
か
ら
な
の
で

す
。
」
(
一
八
九
頁
)
と
述
べ
、
「魔
法
づ
か
い
」
(『を
さ
な
も
の
が
た
り
』
第
三

六
話
)
を
挙
げ
て
、
想
隊
力
を
刺
激

す
る
童
話
の
効
用
を
述
べ
る
。

宮
沢
薫
は

「《文
学
史
の
中
の
児
童
文
学
》
藤
村
の
童
話
」
(
「文
学
と
教
育
」

〈季
刊
〉
125
　
文
学
教
育
研
究
者
集
団
　
み
ず
ち
書

房
　
昭
58

・
7
　

四
〇
頁
)

で
、

「『藤
村
の
童
話
』
は
、
人
間
喪

失
、
文
体
喪
失
の
当
時
に
お
い
て
、
人
間

回
復
の
原
点
を
言
い
当
て
て
い
る
」
(四

一
頁
)
と
述
べ
、
現
代

の
子
供
た
ち
に

と

っ
て
も

「子
ど
も
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
自
己
凝
視
に
よ

る
自
己
確
認
と
自
己
否
定
を
し
な
が
ら
、
自
己
変
革
を
迫
る
、
子
ど
も
の
魂
を

培
う
文
学
」

(四
四
頁
)
と
し
て
魅

力
が
あ
る
と
述
べ
る
。

神
田
重
幸
は

「島
崎
藤
村
　
そ
の
姿
勢
に
ふ
れ
て
」
(「国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」

48
―
14

〈特
集
＝
児
童
文
学
の
世
界

〉
昭
58
・11　

一
五
七
頁
)
で
、

「藤
村

の

童
話

へ
の
意
欲
は
、
自
分

の
子
供
ら

を
思
い
、
自
ら

の
生
の
危
機
の
超
克
と
し

て
汚
れ
の
な
い
童
心
の
世
界
か
ら
出

直
そ
う
と
す
る
そ
の
生
き
方
と
常
に
血
縁

的
な
な
か
で
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
作
品
と
し
て
の
童
話
の
内

実

を

規

定

し

て

い
た

」

(
一
五

九

頁

)

と

述

べ

る

。

高
橋
昌
子
は

「藤
村
の
童
話
」

(現
代
文
研
究

シ
リ
ー
ズ
15

「島
崎
藤
村
」

〔「国
語
展
望
」
別
冊
43
号
〕
尚
学
図
書
　
昭
61
・
5
　

五
九
頁
)
で
、

「自
己
の

幼
少
年
時
代
と
い
う
素
材
、
語
り
か

け
る
と
い
う

ス
タ
イ
ル
、
そ
し
て
生
命
肯

定
的
な
認
識
の
三
者
が
結
合
し
た
と

こ
ろ
に
成
立
し
た
の
が

〈お
伽
話
し
の
情

調
〉
の
表
現
と
し
て
の
藤
村

の
童
話

で
あ

っ
た
。
」

(六
〇
頁
)
と
述
べ
る
が
、

「別
の
作
品
群
と
合
わ
せ
読
ま
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
藤
村
の
童
話
は
は
じ
め
て
光

を
放

つ
の
で
あ
る
。
」
(六
四
頁
)
と
、
小
説
な
ど
と
の
関
わ
り
を
重
視
す
る
。

五
十
嵐
康
夫
は

「藤
村
の
童
話
」
(
「国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
55
―
4

〈特
集

島
崎
藤
村
の
再
検
討
〉
平
2

・
4
　

一
二
七
頁
)
で
、

「藤
村
童
話

の
特
色
は

…

…
〈郷
土
文
学
性
〉
と

〈寓
話
性
〉
が
際
立

っ
て
い
」
(
一
三
〇
頁
)
て
、
興

味
性
が
少
な
く
、

「現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
に
読
ま
れ
な
く
な

っ
た
が
、

……

創
作
志
望
者
は
、
〈言
葉
〉
で
苦
し
ん
だ
藤
村
の
文
章
か
ら
は
多
く
の
こ
と

が
吸
収
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
、
童
話
に
看
過
で
き
な
い
大
切
な
点
を
強
調
す

る

。瓜
生
清
は

「ふ
る
さ
と
」
(伊
東

一
夫
・青
木
正
美
編

『肉
筆
原
稿
で
読
む
島

崎
藤
村
』

(島
崎
藤
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
四
巻
)
国
書
刊
行
会
　
平
10
・12
　

一

六
五
頁
)
で
、
「『ふ
る
さ
と
』
の
特
色
は
、
衣
食
住
に
関
す
る
人
間
の
営
み
が
、

所
与
の
自
然
と
密
接
に
交
渉
し

て
お
り
、
単
な
る
木
曽
の
風
物
詩
で
は
な
く
、

現
代
で
は
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
人
間
の
暮
ら
し
と
自
然
と
の
牧
歌
が
成
立
し
て

い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
」

(
一
六
七
頁
)
「し
き
り
に
強
調
さ
れ
て
い
る

〈手
造

り
〉
へ
の
愛
着
心
は
、
後
年
思
想
的
に
煮
詰
め
直
さ
れ
、
〈生
活
者
の
文
学
〉
と

し
て
大
成
し
て
い
く
藤
村
文
学
の
基
盤
を
成
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
」

(
一
六
八

頁

)

と

述

べ

る
。

こ
こ
ま
で
の
多
く
の
藤
村
童
話
論
は
、
『眼
鏡
』
を
藤
村
童
話
に
入
れ
る
か
ど

う
か
の
問
題
を
除
け
ば
、
父
と
し
て
語
り
か
け
る
と

い
う
表
現
形
式
を
手
に
入

れ
た
と
は
い
え
、
自
分
の
体
験
に
則
し
て
語

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
藤
村
の

童
話
は
彼
の
伝
記
の

一
部
で
あ
り
、
長
編
小
説
と
の
関
わ
り
を
常
に
念
頭
に
お

い
て
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
見
方
が
大
方
の
見
方
で
あ
る
。

そ

し

て
、

私

は
、

藤

村

が

50

歳

の
時

に

「早

稲

田

文

学

」
6

〈
大

10

)

に

載

せ
、

『飯

倉

だ

よ

り

』
に

収

め

た

「童

話

」

の

一
節

「
大

人

に

聞

か

せ

た

い

こ

と

と

、

子

供

に
聞

か

せ

た

い

と

思

ふ

こ
と

が

あ

る
。
」

と

い
う

言

葉

に

惹

か

れ

て
、

六

つ
の
観
点
か
ら
論
じ
た
。

そ

れ

は

、
ま
ず

、

「
大

人

に

聞

か

せ

た

い

こ

と

と

、
子

供

に

聞

か

せ

た

い
と

思

ふ
こ
と
―

藤
村
童
話
―

」
で
、
藤
村
の
子
供
を
見
る
目
と
表
現
感
覚
を
押

さ

え
、

『
幼

き

も

の

に
』

の
構

成

か

ら

「
子

供

に
聞

か

せ

た

い

と

思

ふ

こ
と

」
の

四
七



冨 田 和 子

考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
藤
村

は
、
自
分
が
見
落
と
し
て
来
た
も

の
や
、

見
誤

っ
て
き
た
も
の
を
、
又
は
畏
敬

し
遠
ざ
け
て
き
た
も
の
を
、

フ
ラ
ン
ス
の

田
舎
の
子
供
達
が
見
せ
た
、
純
真
で
先
入
観
の
な
い
好
奇
心
お
お
せ
い
の
眼
に

学
ん
で
、
誇
張
す
る
こ
と
な
く
表
現
し
よ
う
と
試
み
、
童
心

へ
の

一
方
的
な
思

い
い
れ
か
ら
、
親
子
の
対
話
が
生
れ

る
よ
う
な
親
し
み
の
こ
も

っ
た
童
話
創
作

に
憧
れ
た
と
考
察
し
た
。

次
に
、

「「新
た
な
暮
ら
し
像
求
め
」―

藤
村
童
話
か
ら
―

」
で
、
父
親

で
あ
る
藤
村
が
童
話
に
込
め
た

「新

た
な
暮
ら
し
像
」
を
見
る
視
点
か
ら
、
彼

の
童
話
形
式
に
つ
い
て
、

「時
間
」

「才
能
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
外
国
暮

ら
し
を
経
験
し
た
後
で
子
供
達
に
聞

か
せ
よ
う
と
し
た

「愛
情
」
の
塊
の
よ
う

な

『幼
き
も
の
に
』
を
考
察
し
た
。
そ
こ
に
は
、
旅
と
日
常
の
対
比
を
通
し
て
、

子
供
の
持

っ
て
い
る

「時
間
」
や

「才
能
」
か
ら
可
能
性

へ
の
夢
を
、
彼
の
求

め
た

「新
た
な
暮
ら
し
像
」
に
投
影

す
る
試
み
が
窺
わ
れ
、
彼

の
童
話
形
式

で

あ

ろ

う

と

考

察

し

た

。

三

つ
目

は
、

「
『
幼

き

も

の
に

』

鰐

の
懺

悔

話

と

幸

福

」

で
、

『
幼
き

も

の

に
』

に
登
場
す
る
た
く
さ
ん
の
動
物
の
中

で
、
鰐

・
兎

・
狐

・
雀
の
世
間
の
イ
メ
ー

ジ
と
藤
村
親
子
の
共
通
の
イ
メ
ー
ジ

を
確
認
し
、
日
本
の
昔
話
な
ど
と
の
扱
わ

れ
方
の
違
い
な
ど
か
ら
考
察
し
た
。

そ
し
て
、
外
国
帰
り
の
彼
が
子
供
達
の
た

め
に
誇
張
す
る
こ
と
な
く
表
現
し
よ
う
と
し
た
、
〈風
物
や
文
化
は
違

っ
て
も
、

物
事
の
善
悪
や
精
神
は
変
わ
ら
な
い
〉
と
い
う
身
近
な
事
柄
の
大
切
さ

・
幸
福

を
、
童
話
形
式
に
よ

っ
て
、
子
供
連

の
た
め
に
人
生
の
詩
と
し
て
語
ろ
う
と
し

た

と

考

察

し

た
。

四
つ
目
は
、
「『力
餅
』
と

『
ハ
ム

レ
ッ
ト
』―

藤
村
童
話
か
ら
―

」
で
、

藤
村
の
西
洋
文
学
の
影
響
を
童
話
に
ま
で
広
げ
、
藤
村
童
話
の
内
、
青
年
期

の

体
験
な
ど
を
題
材
と
し
た

『力
餅
』

へ
の

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
内
面
的
な
影
響

を
よ
み
と
り
、
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
教
訓
的
・

四
八

教
育
的
に
捉
え
ら
れ
が
ち
な
藤
村
童
話
で
は
あ
る
が
、
青
春
の
中

で
パ
ラ
ド

ッ

ク
ス
に
陥

っ
て
苦
悩
す
る
ハ
ム
レ
ッ
ト

の
よ
う
な
悲
劇
を
避
け
て
、
新
し
い
時

代
が
到
来
す
る
中
で
、
『力
餅
』
は

「自
由
な
舞
台
」
に
生
き
る
た
め
の
表
現
を

試

み

た

も

の

で

あ

ろ

う

と

い
う

結

論

に

到

っ
た

。

五

つ
目

は
、

「藤

村

童

話

と

『
フ

ラ

ン
ク

リ

ン
自

伝

』
」

で
、

藤

村

童

話

四

作

と

『
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
自
伝
』
を
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の

一
問
題
点
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
送
り
手
の
信
頼
性
を
意
識
し
て
比
較
し
、
類
似
点

等
か
ら
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
示
し
た
教
訓

の
度
合
も
影
響
力
も
違
う

も
の
の
、
疎
外
か
ら
の
救
済
を
求
め
て
、
幼
年
期
か
ら

の
自
己
の
体
験
を

ユ
ー

モ
ア
で
演
出
し
て
描
き
、
子
供
に
演
出
し
た
い
自
分
自
身
の
存
在
を
伝
え
る
目

的
が
共
通
し
て
、
藤
村
童
話
の
根
底
に
あ
る

「子
供
に
聞
か
せ
た

い
と
思
ふ
こ

と

」

は

、

自

分

自

身

の
存

在

で

あ

る
と

考

察

し

た

。

最
後
の
六

つ
目
は
、

「藤
村
童
話
―

『力
餅
』
の
可
能
性
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

―

」
で
、
ま
ず
、
藤
村
の
子
供
観
や

ユ
ー
モ
ア
の
理
解
度
と
意
識
を
確
認
し
、

藤
村
童
話

『力
餅
』
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。
次
に
、
藤
村
の
生
立
ち
を
重
ね

な
が
ら
、
『力
餅
』
に
描
か
れ
て
い
る
時
代
の
庶
民
感
覚
を
意
識
し
て
、
読
み
取

れ
る
藤
村
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
浪
漫
主
義
の
新
体

詩
人
で
あ
り
、
日
本
自
然
主
義
文
学
の
代
表
作
家
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
評
価

に
安
住
し
な
い
で
、
彼
の

「童
話
は
残
る
か
と
思
い
ま
す
が
。
」
と
言

っ
た
言
葉

に
芸
術
家
と
し
て
の
冒
険
心
を
見
出
す
べ
き
で
あ
る
と
考
察
し
た
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
論
者
の
ほ
と
ん
ど
が
藤
村
の
作
品
の
内
、
詩
や
長
編
小

説
か
ら
藤
村
文
学
を
読
み
は
じ
め
て
お
ら
れ
る
と
推
測
す
る
。
が
、

こ
の
六

つ

の
視
点
か
ら
考
察
し
感
じ
た
こ
と
は
、
前
項
で
紹
介
し
た
久
保
田
正
文
が
藤
村

童
話
か
ら
藤
村
文
学
の
世
界
に
入
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
藤
村
が
藤
村
童
話
を

読
ま
せ
た
い
、
聞
か
せ
た

い
と
願

っ
た
子
供
た
ち
は
、
藤
村
童
話
か
ら
藤
村
文

学
の
世
界
に
入
っ
て
い
く
可
能
性
は
あ

っ
た
し
、
藤
村
は
そ
れ
を
望
ん
で
い
た



藤村童話研究史の傾向

と
思
う
。
藤
村
童
話
の
根
底
に
あ
る

「子
供
に
聞
か
せ
た
い
と
思
ふ
こ
と
」
は
、

自
分
自
身
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
と
思
う
が
、
藤
村
童
話
を
小
説

の
付
録
と
い
っ
た
扱
い
で
は
な
く
、
藤
村
文
学

へ
の
入
り
口
に
位
置
す
る
と
見

る

べ

き

で

は

な

い
か

。

ま

と

め

「小
学
校
の
六
年
生
か
中
学
の
初

め
頃
に
、
も
し
来
世
と
い
う
も
の
が
あ

っ
て

も
う

一
度
何
か
に
生
ま
れ
変
わ
る
と

し
た
ら
、
も
う
人
間
を
選
ば
ず

に
他
の
動

物

を

選

び

た

い

と

思

っ
た

ぐ

ら

い
学

校

嫌

い

で

し

た
。
」
と

語

っ
た

こ
と

の
あ

る

司
馬
遼
太
郎
が
、
小
学
校
国
語
教
科
書

「小
学
国
語
」
(大
阪
書
籍
　
昭
63
)
に
、

幕
末
の
名
医
、
緒
方
洪
庵
の
生
き
方
を
描
い
た

「洪
庵
の
た
い
ま
つ
」
(5
年
生

向
け
)
・子
供
た
ち
に
寄
せ
る
期
待
を

綴
っ
た

「二
十

一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち

へ
」
(6
年
生
向
け
)
の
二
編
の
読
み
物
を
書
き
下
ろ
し
た
。

そ
れ
も

「書
き
終
え
て
か
ら
、
〈
一
本
の
小
説
以
上

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
要
る
〉

と
周
囲
に
も
ら
し
た
と
い
う
」
程
の
力
の
入
れ
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
時
は
残
念

な
が
ら
公
立
小
学
校
で
の
こ
の
教
科

書
の
採
択
は
ゼ
ロ
と
い
う
結
果
で
あ

っ
た

が
、
「一

度
、
小
学
生
の
た
め
に
書
き
た
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
果
た

)

せ

た

だ

け

で

十

分

、

満

足
。
」

と

語

っ
た

と

い
う

。

ま

た

、

「
心

に

コ
ド

モ

が

い
な

く

な

っ

て

い

る

オ

ト

ナ

が

た

く

さ

ん

い
ま

す

が
、

そ

れ

は

も

う

、

話

す

に

も

値

い
し

な

い
人

間

の

ヒ

モ

ノ

で
す

ね
。
」

と
、

自

戒
す
る
か
の
よ
う
に
言
葉
を
残
し
た
。

そ
し
て
、
「な
ぜ
子
供
は
学
校
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
を

考
え
た
時
期
の
あ

っ
た
大
江
健
三
郎

が
、
そ
の
疑
問
を
主
題
に
し
て
童
話
を
書

い
た
。
そ
れ
は
、
子
供
の
素
朴
な
疑

問
に
世
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
た
ち
が

一
つ
ひ
と

つ
答
え
る
と
い
う
ド
イ
ツ

の
新
聞
社
が
た
て
た
企
画
で
、
平
成
6
年

の
受
賞
者
で
あ
る
大
江
の
テ
ー

マ
が

「な
ぜ
子
供
は
学
校
に
行
か
ね
ば
な
ら
な

い

の

か

」
。

そ
こ
で
、
彼
が
感
じ
た
こ
と
は
、
現
在
の
自
分
が
過
去
の
子
供
た
ち
と

つ
な

が
っ
て
い
て
、
彼
ら
の
分
ま
で
生
き
て
、
更
に
は
未
来
の
子
供
た
ち
と
も

つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
た
め
で
あ
り
、
友
達

の
役
に
立

つ
と
い
う
新
鮮

な
喜
び

の
発
見
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
生
活
の
中
で
見

つ
け
た
芽
を
、
現
在

の

「自
分
の
心
の
な
か
に
あ
る
深
く
豊
か
な
も
の
を
確
か
め
、
他

の
人
に
つ
た

え
、
そ
し
て
自
分
が
社
会
に
つ
な
が

っ
て
ゆ
く
た
め
の
、

い
ち
ば
ん
役
に
立

つ

言

葉

…

…

他

の

人

た

ち

と

つ
な

が

っ
て

ゆ

く

た

め

の

言

葉

」

に
育

て
、

確

実

な

も

の

に
し

て

い
く

た

め

に

学

校

に

い
く

、

と

い

っ
た

こ
と

を

、

「
童

話

の
よ

う

な
、
静
か
に
語
り
か
け
る
文
体
で
説
」
き
、
「こ
の
よ
う
な
形
で
若
者
に
さ
ま
ざ

ま

な

こ
と

を

伝

え

て

い
き

た

い
と

、
大

江

さ

ん

は

い
ま

考

え

て

い

る
。
」
と

紹

介

さ

れ

た

。

ま
た
、
朝
日
新
聞
が
行

っ
た

「こ
の

一
〇
〇
〇
年

「日
本
の
文
学
者
」
読
者

人

気

投

票

」

で
は

、
藤

村

の

27

位

を

抜

い

て

、
18

位

に

ラ

ン
ク

さ

れ

た

大

江

は

、

『小
説
の
経
験
』

「
I　
文
学
再

入
門
」
で
、
幼
い
頃
か
ら
の
読
書
体
験
を
語
り

な
が
ら
、

「読
書
に
は
時
期
が
あ
る
。
そ
の
本
に
つ
い
て
、
そ
の
人
に
と

っ
て
、

本
当
に
ジ
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
す
る
人
生
の
時
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
本
当
だ
と

つ

く
づ
く
思
い
ま
す
。
」
(二
三
頁
)
と
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
良

い
小
説
を
読

み
返
し
な
が
ら
内
省
し

つ
つ
、
「良
い
小
説
は
根
本
的
に
人
を
励
ま
す
力
を
持

つ

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
」

(三
八
頁
)
と
、
未
来
を
感
じ
、
新
し

い
世
界
を
模

索
す
る
。
更
に
、
「生
き
て
ゆ
く
上
で
の
文
学
の
有
効
性
と
い
う
こ
と
を
疑

っ
て

い
な
い
の
で
す
。
」
(
一
〇
八
頁
)
「
つ
ま
り
未
来
の
人
間
の
あ
り
か
た
を
考
え
る

た
め
の
モ
デ
ル
と
し
て
文
学
は
役
立

つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま

す

。
」

(
一

一
六

頁

)

と

語

っ
て

い

る
。

つ
ま
り
、
藤
村
が

〈語
り
か
け
る
文
体
〉
で
童
話
を
書
き
、

「『力
餅
』
の

四
九



冨 田 和 子

後

に

」

で
、

「
『う

ん

、

ち
や

う

ど

、

い
ゝ

』
　と

言

っ
て

下

さ

る

時

も

ま
ゐ

り

ま

せ
う

。
」
と

期

待

し

た

の

と

同

じ

こ

と

が

、
現

代

で

も

期

待

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。藤

村

を

は

じ

め

と

し

て
、

一
流

作

家

に
共

通

し

て

み
ら

れ

る

子

供

へ

の
思

い
。

そ

し

て
、

そ

れ

ぞ

れ

の

思

い
が

生

ま

れ

た

心

の
成

長

に

着

目

す

る

こ
と

で
、

作

家

の
童

話

に

つ

い

て
、

従

来

の
視

点

に

と

ら

わ

れ
ず

、

新

し

い

視

点

を

模

索

す

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

は

な

い
か

と

思
う

。

更

に
、

藤

村

の

「
大

人

に
聞

か

せ

た

い

こ
と

と

、
子

供

に

聞

か

せ

た

い
と

思

ふ

こ
と

が

あ

る

。
」
と

い
う

言

葉

を

よ

り

一
層

理
解

で

き

る

よ

う

に

な

ろ

う

。

現

代

の

司

馬

や

大

江

の

言

葉

が

示
唆

す

る

と

こ
ろ

は

大

き

い
。

(平

成

13

年

9

月

)

注

(

1

)

佐

々

木
雅

叢

『
島
崎

藤
村

』
(日
本

文
学

研
究

資
料

叢
書

有

精
堂

出
版

昭

46

・
2

初
版

・
同

48

・
4
再

版

)

「解

説

島

崎
藤

村
研

究
史

」

(
三
一

八
頁

)

か
ら
、

引

用
す

る
。

榊
原

美

文

「藤

村
研

究

の
史

的
展
望

」

(
「日

本
文
学

」

昭

三

一
・
三
)

村
松

定

孝

「藤

村
を

研
究

す

る
人

の
た

め
に

」

(
「国
文
学

」

昭

三

一
・
七
)

荒

正

人

「島
崎

藤
村
―

近
代

作
家

像

へ
の
照
明
―

」
(
「日
本

読
書

新
聞

」

昭
三

一
・
八
～

九
、

の
ち

「藤

村
論

に

つ
い
て
」
と

し

て
、

平
野

謙

『
島

崎

藤

村

』
五

月
書

房

・
昭

三
二

・

一
一
に
所

収
)

川
副

国

基

「『
島

崎
藤
村

論
』

に

つ
い
て
」

(
「解

釈
と

鑑
賞
」

昭

三
三

・
三
、

の

ち

『
近
代

日
本
文

学
論

』

早
稲

田
大

学
出

版
部

・
昭

三

四

・
一
二

に
所
収

)

瀬

沼
茂

樹

「島
崎

藤
村

研
究

史

」

(
『
近
代
文

学

鑑
賞
講

座

』
第

六
巻

『島

崎
藤

村
』

角
川
書

店

・
昭

三

三

・
九

五
〇

吉

田
精

一

「研

究
史

通

観
」

(
『国

語
国

文
学

研
究

史
大

成
』

第

一
三

巻

『
藤
村

花

袋
』

三
省

堂

昭

三
五

・
四
)

猪

野
謙

二

「島

崎

藤

村
」

(
『
近
代

文
学

研

究

必
携

』
学

燈

社

・
昭

三

六

・
九
、

の
ち

「藤

村
研
究

略
史

」

と
し

て

『
島
崎

藤
村

』
有

信
堂

・
昭
三

八

・
八

に

所

収
)

畑

実

「島

崎
藤

村

の
研
究

」

(
「国
文

学

」
昭

三
九

・
六

)

和

田
謹
吾

「島

崎
藤

村

の
研
究

」

(
「解
釈

と

鑑
賞

」
昭

四

一

・
八
)

榎
本

隆

司

「最

近

に
お

け
る
島

崎

藤

村
研
究

の
展
望

」

(
「国

文
学

」

昭

四

一

・

一
二
)

山

田

晃

「研

究
史

と
研

究

の
現
状

」

(
『島

崎
藤

村
必
携

』
学

燈
社

・
昭

四
二

・

七

)

(2

)

『
藤
村

全
集

』
第

9
巻

筑
摩
書

房

昭
42

(3

)

「椙
山

女
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